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ＳＤＧｓ宣言書

　私たちは、持続可能なまちづくりに向け、下記のとおり、ＳＤＧｓの推進に墨田区とともに取り組むことを
宣言します。

企業・団体名： 株式会社島田商店

代表者　役職： 代表取締役

＜宣言日・変更日＞ 令和6年12月5日

Ｕ　Ｒ　Ｌ https://www.shimada-shoten.co.jp/

宣言日から３年間の成果指標
（定量的な目標）

1，温室効果ガス：3年間で自社の温室効果ガス排出量を15%削減。
2，プラスチックリサイクル率向上：プラスチック廃棄物のリサイクル率を90%
以上にする。
3，環境配慮型製品の販売比率：環境に配慮した製品の売上比率を5%UPする。

業　種 製造業

所 在 地
東京都墨田区東向島２丁目４０－３

131-0032

事業所数（本社が提出する場
合のみ）

0

従業員（構成員）数 36 （うち外国人

ＳＤＧｓ達成に向けた特徴的
な活動

SDGs達成に向けて、株式会社島田商店は「環境貢献製品」を製品容器として
使っており、CO2の削減に貢献しています。また、企業としての取り組みでは、
環境保護やリサイクル推進、再生可能エネルギーの活用などの具体的な施策を
進めており、持続可能な社会の実現に向けて積極的に行動しています。

氏名： 嶋田淳

記

・ 〇を記入していただいたＳＤＧｓ目標の達成に向け、すでに具体的に取り組んでいること、又はこれから取
り組むことをご記入ください。

①つくる責任つかう責任として、資源の無駄遣いを減らし、リサイクルの推進に取り組んでいます。製品設計
段階からリサイクル可能な素材を使用し、廃棄物を最小限に抑えるための取り組みを強化しています。また、
廃棄物の分別管理を徹底し、地域のリサイクル活動にも積極的に参加しています。

②気候変動に具体的な対策として、再生可能エネルギーの導入や省エネ技術の活用を進め、温室効果ガスの削
減を目指しています。特に、エネルギー効率を高める設備投資を行い、温室効果ガス排出の低減を継続的に実
施しています。

③海の豊かさを守ろうとして、海洋プラスチック問題を解決すべく、プラスチック製品の使用軽減やリサイク
ルを促進しています。さらに、海洋汚染防止のため地域活動にも参加し、持続可能な海洋資源の保護に貢献し
ています。

事業者・団体等としての2030
年までのあるべき姿

私たちは、持続可能な化学物質の管理と環境負荷の低減に注力し、SDGsの目標
達成に貢献します。2030年までに、環境に配慮した製品の開発と製造プロセス
の効率化を進め、再生可能エネルギーの活用を拡大します。社会貢献として
は、従業員の安全確保と地域社会への貢献を強化し、環境負荷の少ない社会の
実現を目指します。

・ 関連するＳＤＧｓの目標すべてに〇をご記入ください。（複数選択可）


